
アルi フアル フア単播 草地造成 初期 に お け る除草 斉けの効 果

て畜試 草地部 ) .

( 1 ) 背 景 とね らい

従来イネ科主体の混播牧草は秋播種が行なわれているが、アルフアルフア草地を造成する

場合、この方法では越冬時の株数が減少するなど本タンドの安定確保が難しぃ。そこで~般

に春～夏播種が行なわれているが、その際アルフアルフアと雑草との競合が避け難い問題

となっているので除草剤の使用効果について検討したので、参考に供する。‐

( 2 ) 技 術の内容

1)bNBP液 剤(商品名 :プリマージ)はイネ科雑草、ギシギシを除く広発雑草に効果

があるも`散布量は10a当 り400～ 50 0ccで 70～ 100形 の水で希釈して散布

一する。DNBP液 剤の機貨は10a当 り656～ 820円 である。

f2)ギ ャギンに高い防除効果を示すアージラン液剤はアルフアルフアに薬害がみられない。

1  散 布量は,iびa当 ,400ccで 十分であり、 80～ 100形 の水で希萩して散布する。
f ri ァ

ニジチジ議剤あ経表!よloa当 う1120円 である。            |:

( 3 ) 指 導上の留意点

1っ ib'持おIP液剤の使角はアルファルフアが4～ 5業期(草状 6～ 8筋 )とする。革丈が

.  高 くなりすぎると薬剤が均とに散布できないので注意する。 121 高 温下(30℃ 以上)

では薬害が生ずるので天候に注意する。 8)MC‐ P液剤はアルフアルフアに薬害が大

きいのでギシギシの防除に使用できなV卜 (4)ア ルフアルフアにオーチヤードグラス

|:などイネ科を提播した造成初期にはアージラン液剤はイネ科牧革に害があるので使用で

きない。 (5)県 内で普及されていない除草剤なので前もって農協等に予約しておくな

く4 ) 関 連課題 名|    |

1製造会社 :北海道日産化学KK  Tゃ 1  011-251-0261 1. 1

寒冷地におけるアルフアルフア導入による粗飼料品質改善 (昭和 52～ 55年 )
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( 6 ) 主 要 成果 の 具体的 数字

表 1  薬 剤処理効果
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図 1 番 草別生草収出 と雑革割合
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表 2
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